
表紙

図書管理ツール編

本マニュアルは図書管理ツールによる編集の一例をご案内しています。
本ツールには、その他に様々な編集方法や機能が多数存在します。
詳しい操作方法は、工事管理画面のマニュアル一覧タブより「取扱説明
書」をご覧ください。

簡単運用マニュアル



目 次

STEP1 起動･オプション設定 Page: 3-7
STEP2 書類の登録 Page: 8

2-1 発注図面･完成図面の登録 Page: 9-10
2-2 特記仕様書の登録 Page: 11
2-3 打合せ簿の登録 Page: 12-14
2-4 施工計画書の登録 Page: 15-16
2-5 台帳の登録 Page: 17-20
2-6 その他資料の登録 Page: 21-24
2-7 地質･土質調査成果の登録 Page: 25-26

STEP3 入力チェック Page: 27-30



STEP1 起動･オプション設定
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STEP1 起動･オプション設定（図書管理ツールの起動）

編集したい工事を選択し、[図書管理ツール] のボタンを押すと図書管理ツールが起動します。
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STEP1 起動･オプション設定（作成ソフトバージョンの設定）

新規に図書管理を始める場合は、起動時に自動的にオプション設定画面が表示されます。
作成ソフトバージョンは以下の手順で編集します。
1. [設定を有効にする] のチェックボックスにチェックを入れます。
2. 作成ソフトを選択し、[編集] ボタンを押します。
3. バージョンを入力（変更）し、[OK] ボタンを押します。

1

2

3

バージョンに関しては、お使いのソフトウェ
アの [ヘルプ] → [バージョン情報] を確認し
てください。

バージョン等が記載されている内容と合致し
ている場合は編集する必要がありません。

[新規] ボタンを押すと、リストに登録されて
いないソフトを追加登録することができます。

※ 工事完成図書の電子納品等要領（H28/3
版）より、 4文字拡張子が許可されておりま
す。但し、図面ファイルは対象外です。
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STEP1 起動･オプション設定（既定値の設定）

各管理項目の中で、決まった内容しか入らない項目がある場合は、あらかじめ既定値を入れておくこ
とができます。以下手順で設定します。
1. [設定を有効にする] のチェックを入れ、編集可能な状態にします。
2. それぞれの該当する項目に内容を入力して [OK] ボタンを押します。

1

※ 既定となるものがない場合はこの設定を行う必要はありません。
※ 適用区分により、既定値として設定可能な内容は都度変化します。

2
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STEP1 起動･オプション設定（オプション設定の開き方）

初回起動時に表示されるオプション設定画面を誤って閉じてしまっても、[ツール] → [オプション設
定] を選択することで、いつでも設定変更ができます。
オプション設定を行うことで、今後の作業量の軽減にも繋がります。
手戻りがないよう、初めにオプション設定を行いましょう。



STEP2 書類の登録
≪ご注意≫
i-Construction及びBIM/CIMデータにつきましては図書管理ツールで登録せず、
提出データ出力後に直接フォルダに格納していただく形になります。
詳しくは簡単運用マニュアル（電子納品編）をご覧ください。
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STEP2-1 発注図面･完成図面の登録（ファイルの追加）

1. 発注図面もしくは完成図面を選択します。
2. [追加] ボタンを押します。
3. ファイルの追加ウィンドウが開くので、登録するファイルを選択し [追加] ボタンを押します。

※ 適用区分により、フォルダ内容等が変化します。
※ ファイルの追加ウィンドウでは、同一フォルダ内にあるファイルに限り、複数選択が可能です。

1

2

3
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STEP2-1 発注図面･完成図面の登録（管理項目の入力）

1. 管理項目を入力するファイルを選択し、各管理項目を入力します。
2. 図面ファイル名は入力項目下部 [図面名・出力ファイル名の設定等] タブにて設定します。

3. 必要に応じてSAFファイル、ラスタファイルを個別登録します。
※ 一般図･平面図･位置図に関しては「基準点情報」の入力が必須になりますのでご注意ください。

3

1

2

[改訂履歴] 発注図面が ｢0｣ 、
完成図面が ｢Z｣ となります。

各項目を選択すると [解説] エリ
アにデータ表現や記入例などが
表示されます。

[選択] を押すと選択ダイアログ
が表示され、対象を選択すると
自動で入力されます。
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STEP2-2 特記仕様書の登録

1. 特記仕様書を選択します。
2. [追加] ボタンを押します。
3. ファイルの追加ウィンドウが開くので、登録するファイルを選択し [追加] ボタンを押します。

※ 特記仕様書には管理項目がありませんので、ファイルを追加（登録）すれば完了です。

1

2

3
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STEP2-3 打合せ簿の登録（標題の追加）

1. 打合せ簿を選択します。
2. [標題追加] ボタンを押します。
3. 標題の追加ウィンドウが開くので、登録するファイル※を選択し [追加] ボタンを押します。

※ 打合せ簿での「標題」とは、打合せ簿の鑑ファイル（打合せ簿の様式ファイル）を指します。

2

3
1
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STEP2-3 打合せ簿の登録（添付ファイルの追加）

4. 添付ファイルの登録対象となる標題を選択します。
5. [追加] ボタンを押します。
6. ファイルの追加ウィンドウが開くので登録する添付ファイル※を選択し [追加] ボタンを押します。

5

6

4

※ 添付ファイルとは、打合せ時に使用（提出等）した打合せ簿様式ファイルを除く書類データを指します。
別ファイルとして存在する場合に登録しますが、必ず別ファイルとして管理する必要はありません。

追加されたファイルは「オリジナ
ルファイル」に追加表示されます。
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STEP2-3 打合せ簿の登録（管理項目の入力）

7. 管理項目を入力する標題を選択します。
8. 管理項目を入力します。
9. 管理項目を入力するオリジナルファイル（添付ファイル）を選択します。

10. 管理項目を入力します。

※ 管理項目の背景が薄赤色になっている項目は必須記入ですので、必ず入力してください。
また、管理区分は「条件付必須項目」ですが、入力しておくことをお勧めします。

8

10

7

9
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STEP2-4 施工計画書の登録（標題の追加）

1. 施工計画書を選択します。
2. [標題追加] ボタンを押します。
3. 標題の追加ウィンドウが開くので、登
録するファイルを選択し [追加] ボタンを
押します。

※ 添付ファイルがある場合は 13ページ「STEP2-3 打合せ簿の登録 (添付ファイルの追加)」と同様に追加してください。
※ 施工計画書の登録方法には以下の例がありますので参考にしてください。
A. 標題を「施工計画書」１つにしてオリジナルファイルに全てのファイルを追加し、オリジナルファイル内容を「工事概

要」「計画工程表」…… とする方法
B. 標題のみ使用し、それぞれの標題名を「工事概要」「計画工程表」…… とする方法
C. １つのファイルに全てまとめて１ファイルのみ登録する方法
いずれの方法を採用しても間違いではありませんが、提出先のガイドライン、手引書をご確認の上で作成してください。

2

3
1
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STEP2-4 施工計画書の登録（管理項目の入力）

4. 管理項目を入力する標題を選択します。
5. 管理項目を入力します。
6. 管理項目を入力するオリジナルファイル（添付ファイル）を選択します。
7. 管理項目を入力します。

5

7

4

6
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STEP2-5 台帳の登録（写真の追加）

1

2

1. 台帳を選択します。
2. 着手前写真の[追加] ボタンを押します。
3. 写真の選択ウィンドウが表示されるので、追加したい写真を選択し[追加]ボタンを押します。
4. 完成写真も同様に追加します。

4

3
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STEP2-5 台帳の登録（フォルダ追加）

1

1. 台帳を右クリックし、メニュー内から [フォルダ追加(A)] を選択します。
2. サブフォルダ情報を入力し、[OK] ボタンを押します。

2
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STEP2-5 台帳の登録（ファイルの追加）

3. ファイルを登録したい台帳内のサブフォルダを選択します。
4. [標題追加] ボタンを押します。
5. 標題の追加ウィンドウが開くので、登録するファイルを選択し [追加] ボタンを押します。

※ 添付ファイルがある場合は 13ページ「STEP2-3 打合せ簿の登録 (添付ファイルの追加)」と同様に追加してください。

4

3 5
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STEP2-5 台帳の登録（管理項目の入力）

6. 管理項目を入力する標題を選択します。
7. 管理項目を入力します。
8. 管理項目を入力するオリジナルファイル（添付ファイル）を選択します。
9. 管理項目を入力します。

7

6

8 9
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STEP2-6 その他資料の登録（フォルダ追加）

1. その他資料を右クリックし、メニュー内から [フォルダ追加(A)] を選択します。
2. サブフォルダ情報を入力し、[OK] ボタンを押します。

※ 右クリックメニューは、適用区分により有効・無効が切り替わります。

1

2
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STEP2-6 その他資料の登録（ファイルの追加）

3. ファイルを登録したいその他資料内のサブフォルダを選択します。
4. [標題追加] ボタンを押します。
5. 標題の追加ウィンドウが開くので、登録するファイルを選択し [追加] ボタンを押します。

※ 添付ファイルがある場合は 13ページ「STEP2-3 打合せ簿の登録 (添付ファイルの追加)」と同様に追加してください。

4

5
3
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STEP2-6 その他資料の登録（管理項目の入力）

6. 管理項目を入力する標題を選択します。
7. 管理項目を入力します。
8. 管理項目を入力するオリジナルファイル（添付ファイル）を選択します。
9. 管理項目を入力します。

7

6

8

9
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STEP2-6 その他資料の登録（任意のファイル名設定）

11

10. ファイル名を任意に指定したいその他資料内サブフォルダを選択し右クリックします。
11. メニュー内 [フォルダ情報の編集] を選択します。
12. 開かれる編集画面で [ファイル名の自動設定] のチェックを外し [OK] ボタンを押します。
13. 入力可能となった [オリジナルファイル名] 欄に設定したいファイル名を入力します。

10

13

12

※「作成済みの提出データを取
り込んだ場合、初期値として
「ファイル名の自動設定」は
チェックが入った状態となり
ますのでご注意ください。
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STEP2-7 地質･土質調査成果の登録（成果データの取り込み）

1. 地質･土質調査成果を選択し、右クリックメニューを開きます。
2. メニュー内 [地質･土質調査成果データ取り込み] を選択します。
3. フォルダの参照ウィンドウが開くので、対象となる地質･土質調査成果データ (BORING)を選択し

て [OK] ボタンを押します。

※ 現場編集長CALSMASTERでは地質･土質調査成果データの取り込みのみに対応しております。
地質･土質調査成果データの作成をすることはできませんのでご注意ください。

2

31



- 26 -

STEP2-7 地質･土質調査成果の登録（成果データの削除）

1. 地質･土質調査成果を選択し、右クリックメニューを開きます。
2. メニュー内 [地質･土質調査成果データのクリア] を選択します。
3. 更新確認のウィンドウが開くので、[はい(Y)] ボタンを押します。

※ 地質･土質調査成果データが取り込まれていない場合は [地質･土質調査成果データのクリア] は選択できません。

2

3

1



STEP3 入力チェック
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STEP3 入力チェック（入力チェックの結果表示･確認）

1. [チェック] ボタンを押してください。入力チェック結果が画面最下部に表示されます。
※ 入力チェック結果が表示されない場合は [日常管理] ボタンを押して表示してください。

※

※ 提出データ作成前に必ず行ってください。
※ エラー内容が「データが入力されていません」の場合、必須記入の管理項目が入力されていません。
※ エラー内容が「データの型が間違っています」の場合、使用禁止文字が使用されています。

1
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STEP3 入力チェック（エラー内容の訂正）

2. 画面最下部のエラー内容をダブルクリックするとエラー項目へジャンプします。
ジャンプ先のエラー内容を再入力して修正します。(エラー内容全てに対して行ってください)

2
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STEP3 入力チェック（最終確認）

3. エラー内容訂正の完了後、サイド [チェック] ボタンを押してください。
「未入力の項目がありませんでした｡」と表示されるまで繰り返し行ってください。

※ 図面枚数が多い場合などは、同様に [重複] チェックを行ってください。重複チェックは提出データとしてファイル命名
規則に則って作成した図面ファイル名に重複するものが無いかをチェックします。

3 ※
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